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丸山バイパスの新旅足橋を渡り初めし開通を祝う

祝開通
平成２２年３月２８日
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部分は新丸山ダム完成時に撤去されます。
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（出展）「忘れ得ぬ9.28災害　災害誌（美濃加茂市）」

暮らしが変わる

経済が変わる

TEL.0574-43-2780(代)

国土交通省 中部地方整備局

新丸山ダム工事事務所
〒505-0301 岐阜県加茂郡八百津町八百津3351

ＨＰアドレス http://www.cbr.milt.go.jp/shinmaru/

洪水調節洪水調節

　下流地域を水害から守るため、
洪水をダムに貯め込む容量（洪水
調節容量）を約3.5倍に増強します。

流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持

　下流河川の環境改善等のため、
新丸山ダムで確保する15,000千m3

の水（不特定容量）を使って河川
に補給します。
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水位差　約3m

67.0k（今渡ダム下流）地点における水位低下効果

平成14年度

測量横断

昭和58年

当時の堤防

完成後水位　65.9ｍ

完成前水位　68.9ｍ

※完成前水位68.9ｍは木曽川の既存ダム（岩屋ダム、阿木川ダム、味噌川ダム、丸山ダム）の洪水調設後の水位
※対象洪水：昭和58年9月（実績規模）

発　電発　電

　新丸山ダムの常時の水位が上が
る（6.5m）ことにより、既設発電
所の出力を増強します。

洪水調節容量72,000千ｍ3

不特定容量　15,000千ｍ3

発 電 容 量 18,220千ｍ3

堆 砂 容 量 41,130千ｍ3

総貯水容量146,350千ｍ3

発 電 容 量 18,220千ｍ3

堆 砂 容 量 41,130千ｍ3

洪水調節容量20,170千ｍ3

総貯水容量79,520千ｍ3

丸山ダム 新丸山ダム

不特定容量・・・既得取水の安定及び河川環境の保全
　　　　　　　　等のための流水の確保のための容量

ダム標準断面図

貯水池容量図

新丸山ダムによる水位低下効果

3.5
倍

常時満水位▼179.800

常時満水位▼186.300

　 新丸山ダム事業の契機となった
昭和58年9月洪水の状況（美濃加茂市）　
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